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(57)【要約】
【課題】携帯者が携帯無線通信装置を横方向に装着した
場合でも、携帯者が転倒したことを検出する。
【解決手段】本発明に係る携帯無線通信装置は、他の通
信装置と通信処理を行う携帯無線通信装置であって、こ
の携帯無線通信装置が横方向に装着されたことを検出す
る第１のセンサと、前記第１のセンサにより横方向の装
着が検出されたことに応じて、この携帯無線通信装置の
傾きを測定する基準となる方向を示す基準軸を基準とし
て、この携帯無線通信装置の傾きを測定する第２のセン
サと、前記測定された傾きを示す値が、前記第１のセン
サにより横方向の装着が検出された場合に対応する予め
定められた第１の閾値よりも大きい場合、前記携帯者が
転倒したと判定する判定部とを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他の通信装置と通信処理を行う携帯無線通信装置であって、
　この携帯無線通信装置が横方向に装着されたことを検出する第１のセンサと、
　前記第１のセンサにより横方向の装着が検出されたことに応じて、この携帯無線通信装
置の傾きを測定する基準となる方向を示す基準軸を基準として、この携帯無線通信装置の
傾きを測定する第２のセンサと、
　前記測定された傾きを示す値が、前記第１のセンサにより横方向の装着が検出された場
合に対応する予め定められた第１の閾値よりも大きい場合、前記携帯者が転倒したと判定
する判定部と
　を有する携帯無線通信装置。
【請求項２】
　この携帯無線通信装置が縦方向に装着されたことを検出する第３のセンサ
　をさらに有し、
　前記第１のセンサにより横方向の装着が検出された場合以外において、
　前記第２のセンサは、前記第３のセンサにより縦方向の装着が検出されたことに応じて
、前記基準軸を変更し、
　前記判定部は、前記測定された傾きを示す値が、前記第３のセンサにより縦方向の装着
が検出された場合に対応する予め定められた第２の閾値よりも大きい場合、前記携帯者が
転倒したと判定する
　請求項１に記載の携帯無線通信装置。
【請求項３】
　前記第１のセンサは、この携帯無線通信装置を収納して、前記携帯者が横方向に装着す
るケースの予め定められた位置に配置された磁石の磁力を検出して、この携帯無線通信装
置を横方向に装着したことを検出する
　請求項１または２に記載の携帯無線通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯無線通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、引用文献１は、無線機を縦方向に装着する無線機携帯者が転倒したときに、発
信信号が送出される携帯無線装置を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－１１１４７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上述のような背景からなされたものであり、携帯者が携帯無線通信装置を横
方向に装着した場合でも、携帯者が転倒したことを検出するよう改良された携帯無線通信
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明に係る携帯無線通信装置（１）は、他の通信装置と
通信処理を行う携帯無線通信装置であって、この携帯無線通信装置が横方向に装着された
ことを検出する第１のセンサ（１１６）と、前記第１のセンサにより横方向の装着が検出
されたことに応じて、この携帯無線通信装置の傾きを測定する基準となる方向を示す基準
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軸を基準として、この携帯無線通信装置の傾きを測定する第２のセンサ（１１２）と、前
記測定された傾きを示す値が、前記第１のセンサにより横方向の装着が検出された場合に
対応する予め定められた第１の閾値よりも大きい場合、前記携帯者が転倒したと判定する
判定部（２０６）と有する。
　なお、ここで付された符号は、本願発明の理解を助けることを意図するものであり、本
願発明の技術的範囲を限定することを意図するものではない。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明に係る携帯無線通信装置によれば、携帯者が携帯無線通信装置を横方向に装着し
た場合でも、携帯者が転倒したことを検出することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明に係る携帯無線通信装置のハードウェア構成を例示する図である。
【図２】（Ａ）は、図１に示した携帯無線通信装置の内部基盤の構成を例示する図であり
、（Ｂ）は、（Ａ）に示した内部基盤を有する携帯無線通信装置を例示する図であり、（
Ｃ）は、（Ｂ）に示した携帯無線通信装置を収納する縦装着用ケースの正面および側面を
例示する図である。
【図３】（Ａ）は、図２（Ａ）に示した携帯無線通信装置の内部基盤を、右９０度に倒し
た図であり、（Ｂ）は、（Ａ）に示した内部基盤を有する携帯無線通信装置を、図２（Ｃ
）に示した縦装着用ケースに収納する図であり、（Ｃ）は、（Ｂ）に示した携帯無線通信
装置を収納した縦装着用ケースを収納する横装着用ケースの正面、側面および背面を例示
する図である。
【図４】図１に示した携帯無線通信装置上で実行される転倒検出プログラムの構成を例示
する図である。
【図５】（Ａ）は、図４に示した装着方向判定部の装着方向判定処理を例示するフローチ
ャートであり、（Ｂ）は、図４に示した転倒判定部の転倒判定処理を例示するフローチャ
ートである。
【図６】図１に示した携帯無線通信装置の動作例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　［本発明がなされるに至った経緯］
　本発明の理解を助けるために、まず、本発明がなされるに至った経緯を説明する。
　ＰＨＳ（Personal Handyphone System）、携帯電話機およびトランシーバなどの移動可
能な無線通信装置（以下、「携帯無線通信装置」と記述する）の携帯者が転倒などにより
負傷した場合、携帯者が、自ら携帯無線通信装置を用いて連絡することができない場合が
ある。
　そこで、これまでも、携帯者がベルトなどに装着する携帯無線通信装置用の専用ケース
に、携帯無線通信装置を縦方向に収納することで、携帯無線通信装置により、携帯者の転
倒の際の傾きが検知され、携帯無線通信装置を管理する管理局、および、他の携帯無線通
信装置などに対して携帯者が転倒した旨が通知されていた。
【０００９】
　しかしながら、携帯者が携帯無線通信装置を縦方向に装着する場合、しゃがむなどの姿
勢をとると、携帯無線通信装置を収納するケースをベルトにかけるクリップ部などに無理
な力が加わり、携帯無線通信装置が誤作動したり、ケースが破損したりすることがある。
　以下に説明する本発明に係る携帯無線通信装置１は、以上の経緯によりなされたもので
あり、携帯者が携帯無線通信装置を横方向に装着した場合でも、携帯者が転倒したことを
検出するよう工夫されている。
【００１０】
　［携帯無線通信装置１］
　図１は、携帯無線通信装置１のハードウェア構成を例示する図である。
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　図１に示すように、携帯無線通信装置１は、ＭＰＵ（Micro Processing Unit）（また
はＣＰＵ）１００、メモリ１０２、キーボード、タッチパネルおよび表示装置などを含む
入出力装置１０４、他の装置と無線データ通信を行う無線通信装置１０６、ハードディス
クなどの記憶媒体１１０に対してデータの記録を行う記録装置１０８、携帯無線通信装置
１の内部基盤に配置される加速度センサ１１２、縦装着用磁力センサ１１４、横装着用磁
力センサ１１６（加速度センサ１１２、縦装着用磁力センサ１１４および横装着用磁力セ
ンサ１１６については、図２，図３を参照して後述）、および、音および光などで、転倒
の通知を、携帯無線装置１を携帯する携帯者（以下、単に「携帯者」と記述する）に対し
て予告する転倒通知予告装置１１８などから構成される。
　以下、各図において、実質的に同じ構成部分・処理には、同じ符号が付される。
　つまり、携帯無線通信装置１は、情報処理、各構成部分の制御、および、他の装置など
とデータ通信が可能なコンピュータとしての構成部分を有している。
【００１１】
　［携帯無線通信装置１の内部基盤］
　図２（Ａ）は、図１に示した携帯無線通信装置１の内部基盤の構成を例示する図であり
、（Ｂ）は、（Ａ）に示した内部基盤を有する携帯無線通信装置１を例示する図であり、
（Ｃ）は、（Ｂ）に示した携帯無線通信装置１を、携帯者が縦方向に装着するために収納
する縦装着用ケース１３０の正面および側面を例示する図である。
　図２（Ａ）に示すように、携帯無線通信装置１の内部基盤は、加速度センサ１１２、縦
装着用磁力センサ１１４および横装着用磁力センサ１１６から構成される。
【００１２】
　加速度センサ１１２は、ｘｙｚ軸の３方向の加速度を測定し、ｘ軸が携帯無線通信装置
１の底面と平行になるよう内部基盤に配置される。
　縦装着用磁力センサ１１４は、内部基盤の下方（つまり、携帯無線通信装置１の底面側
）に配置され、図２（Ｃ）に示した縦装着用ケース１３０の底面に配置された縦装着検出
用磁石１３２の磁力を検出する。
　横装着用磁力センサ１１６は、内部基盤の例えば右端部（つまり、携帯無線通信装置１
の右側面側）に配置され、後述する横装着検出用磁石１３６の磁力を検出する（図３を参
照して後述）。
　なお、横装着用磁力センサ１１６は、内部基盤の左端部（つまり、携帯無線通信装置１
の左側面側）に配置されてもよい。
【００１３】
　例えば、図２（Ａ）に示した内部基盤を有する携帯無線通信装置１（図２（Ｂ））は、
縦装着用ケース１３０（図２（Ｃ））に収納されると、縦装着用磁力センサ１１４により
、縦装着用ケース１３０の底面に配置された縦装着検出用磁石１３２の磁力を検出する。
　つまり、携帯無線通信装置１は、縦装着用磁力センサ１１４のみが磁力を検出したこと
から、携帯者が携帯無線通信装置１を縦方向に装着していると判断する。
　これにより、携帯無線通信装置１は、縦装着用ケース１３０に収納された状態のまま、
携帯者が縦方向に装着していることを把握することができ、また、携帯無線通信装置１を
縦装着用ケース１３０に収納することにより、携帯無線通信装置１が物理的に保護される
。
【００１４】
　また、携帯無線通信装置１は、縦装着用磁力センサ１１４により磁力を検出すると、加
速度センサ１１２を動作させて、縦方向装着時における携帯無線通信装置１の傾き（つま
り、携帯者の傾き）を測定する。
　具体的には、携帯無線通信装置１は、加速度センサ１１２の地面に垂直なｙ軸（図２（
Ａ））を、傾きの測定基準となる方向を示す基準軸とし、ｘ軸およびｚ軸方向にかかる加
速度を検出して傾斜角度を測定する。
【００１５】
　また、携帯無線通信装置１が、縦装着用ケースから取り出された場合（つまり、縦装着
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用磁力センサ１１４が、縦装着検出用磁石１３２の磁力を検出する場合以外）、加速度セ
ンサ１１２の動作を停止させる。
　これにより、携帯無線通信装置１が、携帯者の転倒以外の原因（通話操作、および、机
などの上に置かれている際の傾きなど）により、傾きを検出して、携帯者が転倒している
と誤認識することを防止することができる。
　なお、傾斜角度の測定には、必ずしも加速度センサ１１２を用いる必要はなく、物体の
傾きが検出可能な他のセンサを用いてもよい。
【００１６】
　図３（Ａ）は、図２（Ａ）に示した携帯無線通信装置１の内部基盤を、９０度（例えば
、右９０度）に倒した図であり、（Ｂ）は、（Ａ）に示した内部基盤を有する携帯無線通
信装置１を、図２（Ｃ）に示した縦装着用ケース１３０に収納する図であり、（Ｃ）は、
（Ｂ）に示した携帯無線通信装置１を収納した縦装着用ケース１３０を、携帯者が横方向
に装着するためにさらに収納する横装着用ケース１３４の正面、側面および背面を例示す
る図である。
【００１７】
　図３（Ｃ）に示すように、横装着検出用磁石１３６は、横装着用ケース１３４の上下に
配置され、ベルト取付金具１３８は、横装着用ケース１３４の背面に配置され、例えば、
携帯者のベルトに取り付けることにより、携帯無線通信装置１が横方向に装着される。
　例えば、図３（Ｂ）に示すように、携帯無線通信装置１は、縦装着用ケース１３０に収
納されると、図２（Ｃ）に示した場合と同様に、縦装着用磁力センサ１１４により、縦装
着検出用磁石１３２の磁力を検出する。
　さらに、縦収納用ケース１３０に収納された携帯無線通信装置１は、図３（Ｃ）に示し
た横装着用ケース１３４に収納されると、横装着用磁力センサ１１６により、横装着用ケ
ース１３４の上下に配置されたいずれかの横装着検出用磁石１３６の磁力を検出する。
【００１８】
　つまり、携帯無線通信装置１は、縦装着用磁力センサ１１４および横装着用磁力センサ
１１６が磁力を検出したことから、携帯者が携帯無線通信装置１を横方向に装着している
と判断する。
　これにより、携帯無線通信装置１は、横装着用ケース１３４に収納された状態のまま、
携帯者が横方向に装着していることを把握することができ、また、携帯無線通信装置１を
横装着用ケース１３４に収納することにより、携帯無線通信装置１が物理的に保護される
。
【００１９】
　また、携帯無線通信装置１は、縦装着用磁力センサ１１４および横装着用磁力センサ１
１６により磁力を検出すると、加速度センサ１１２を動作させて、横方向装着時における
携帯無線通信装置１の傾きを測定する。
　具体的には、携帯無線通信装置１は、加速度センサ１１２の地面に垂直なｘ軸（図３（
Ａ））を基準軸とし、ｙ軸およびｚ軸方向にかかる加速度を検出して傾斜角度を測定する
。
　これにより、携帯無線通信装置１は、携帯者が携帯無線通信装置１を横方向に装着して
いることを特定し、より正確に、携帯者が転倒したか否かを判定することができ、転倒判
断の誤りを軽減することができる。
【００２０】
　なお、横装着検出用磁石１３６は、横装着用ケース１３４の上下に配置されていること
から（図３（Ｃ））、横方向装着時において、携帯無線通信装置１の上方が左右どちらに
位置してもよい。
　これにより、縦装着用ケース１２４への携帯無線通信装置１の収納向きに関わらず、携
帯者が転倒したか否かを判断することができる。
【００２１】
　また、携帯無線通信装置１が、横装着用ケース１３４から取り出された場合（つまり、
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横装着用磁気センサ１１６が、横装着検出用磁石１３６の磁力を検出する場合以外）、携
帯無線通信装置１は、携帯者が縦方向に装着したと判断して、傾斜角度を測定する。
　これにより、携帯無線通信装置１は、携帯者の携帯無線通信装置１の装着方向を把握し
やすくなり、携帯者の転倒判断の誤りを軽減することができる。
【００２２】
　［転倒検出プログラム２０］
　図４は、携帯無線通信装置１（図１）上で実行される転倒検出プログラム２０の構成を
例示する図である。
　図４に示すように、転倒検出プログラム２０は、装着方向判定部２００、制御部２０２
、閾値記憶部２０４、転倒判定部２０６、転倒通知予告部２０８、操作受入部２１０およ
び転倒通知部２１２から構成される。
　転倒検出プログラム２０は、例えば、記憶媒体１１０（図１）を介して携帯無線通信装
置１のメモリ１０２にロードされ、携帯無線通信装置１で動作するＯＳ（図示せず）上で
、携帯無線通信装置１のハードウェア資源を具体的に利用して実行される。
　転倒検出プログラム２０は、携帯者が、携帯無線通信装置１を縦方向および横方向のい
ずれの方向に装着した場合でも、携帯者が転倒したことを検出することができる。
【００２３】
　装着方向判定部２００は、縦装着用磁力センサ１１４（図２（Ａ））および横装着用磁
力センサ１１６（図３（Ａ））の出力状態に応じて、携帯者の携帯無線通信装置１の装着
方向を判定する（図５（Ａ）を参照して後述）。
　また、装着方向判定部２００は、装着方向を示す判定結果を、制御部２０２に対して出
力する。
【００２４】
　制御部２０２は、装着方向判定部２００から入力された判定結果を受け取ると、後述す
る転倒判定処理、転倒通知の予告処理および転倒通知処理などを行う転倒検出プログラム
２０の各構成部分を制御する。
　また、制御部２０２は、後述する転倒通知予告部２０８が転倒通知予告を行ったときか
ら、予め定められた時間までの時間経過を監視し、転倒通知予告から予め定められた時間
が経過した場合、転倒通知予告の解除処理を行う。
　具体的には、制御部２０２は、後述する転倒判定部２０６に対して、再度、転倒判定処
理を行うよう制御し、また、後述する転倒通知部２１２に対して、携帯者が転倒したこと
を示す転倒通知を通知しないよう制御する。
【００２５】
　閾値記憶部２０４は、縦方向装着時における携帯者の転倒判定に用いられる閾値、およ
び、横方向装着時における携帯者の転倒判定に用いられる閾値を、転倒判定部２０６が参
照可能に記憶する。
　縦方向装着時における携帯者の転倒判定に用いられる閾値は、例えば、加速度センサ１
１２（図１，図２（Ａ））のｘ軸方向の予め定められた傾斜角度、および、ｚ軸方向の予
め定められた傾斜角度を示す。
　なお、以下、ｘ軸方向およびｚ軸方向の予め定められた傾斜角度を区別せず、「縦方向
閾値」と記述することがある。
【００２６】
　横方向装着時における携帯者の転倒判定に用いられる閾値は、例えば、加速度センサ１
１２（図１，図３（Ａ））のｙ軸方向の予め定められた傾斜角度、および、ｚ軸方向の予
め定められた傾斜角度を示す。
　なお、以下、ｙ軸方向およびｚ軸方向の予め定められた傾斜角度を区別せず、「横方向
閾値」と記述することがある。
【００２７】
　転倒判定部２０６は、制御部２０２の制御により、携帯者が転倒したか否かを判定する
（図５（Ｂ））を参照して後述）。
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　また、転倒判定部２０６は、携帯者が転倒したと判定した場合、制御部２０２に対して
、携帯者が転倒したことを示す判定結果を出力する。
　また、転倒判定部２０６は、後述する転倒通知予告部２０８が転倒通知を予告した場合
、制御部２０２の制御により、携帯者が転倒した状態のままであるか否かを判定し、制御
部２０２に対して出力する（図６を参照して後述）。
【００２８】
　転倒通知予告部２０８は、転倒判定部２０６が、携帯者が転倒したと判定した場合に、
制御部２０２の制御により、転倒通知予告装置１１８（図１）を用いて、携帯者に対して
、予め定められた時間（例えば、２０秒）経過後に、管理局および他の携帯無線通信装置
などに対して転倒通知を行うことを予告する。
　なお、転倒通知予告部２０８は、入出力装置１０４（図１）のディスプレイなどを用い
て、携帯者に対する予告を行ってもよい。
【００２９】
　操作受入部２１０は、入出力装置１０４を介して、転倒通知予告を受けた携帯者からの
転倒通知取消操作を受け入れると、制御部２０２に対して出力する。
　転倒通知取消操作は、例えば、転倒通知予告を受けた携帯者が、転倒通知が不要（転倒
の判断が誤り、転倒したが問題ないなど）と判断した場合に行われる。
　転倒通知部２１２は、制御部２０２の制御により、転倒通知予告部２０８による転倒通
知予告から、予め定められた時間が経過すると、無線通信装置１０６（図１）を介して、
管理局および他の携帯無線通信装置などに対して、転倒通知を出力する。
【００３０】
　［装着方向判定部２００の処理］
　図５（Ａ）は、図４に示した装着方向判定部２００が、携帯者の携帯無線通信装置１（
図１）の装着方向を判定する装着方向判定処理を例示するフローチャートである。
　以下、装着方向判定部２００の装着方向判定処理を、さらに説明する。
　ステップ３００（Ｓ３００）において、装着方向判定部２００は、縦装着用磁力センサ
１１４がオン状態（つまり、縦装着検出用磁石１３０（図２（Ｃ）の磁力を検出している
状態）であるか否かを判定する。
　装着方向判定部２００は、縦装着用磁力センサ１１４がオン状態であると判定した場合
、Ｓ３０２の処理に進み、それ以外の場合、再度Ｓ３００の処理を行う。
【００３１】
　ステップ３０２（Ｓ３０２）において、装着方向判定部２００は、横装着用磁力センサ
１１６（図３（Ａ））がオン状態（つまり、横装着検出用磁石１３６（図３（Ｃ）の磁力
を検出している状態）であるか否かを判定する。
　装着方向判定部２００は、横装着用磁力センサ１１６がオン状態であると判定した場合
、Ｓ３０４の処理に進み、それ以外の場合、Ｓ３０６の処理に進む。
　ステップ３０４（Ｓ３０４）において、装着方向判定部２００は、携帯者が携帯無線通
信装置１を横方向に装着していることを示す判定結果を出力し、処理を終了する。
　ステップ３０６（Ｓ３０６）において、装着方向判定部２００は、携帯者が携帯無線通
信装置１を縦方向に装着していることを示す判定結果を出力し、処理を終了する。
【００３２】
　［転倒判定部２０６の処理］
　図５（Ｂ）は、図４に示した転倒判定部２０６が、携帯者が転倒したか否かを判定する
転倒判定処理を例示するフローチャートである。
　以下、転倒判定部２０６の転倒判定処理を、さらに説明する。
　ステップ３２０（Ｓ３２０）において、転倒判定部２０６は、制御部２０２を介して装
着方向判定部２００から入力された装着方向の判定結果を取得する。
【００３３】
　ステップ３２２（Ｓ３２２）において、転倒判定部２０６は、Ｓ３２０において取得し
た判定結果が、横方向装着を示すか否かを判定する。
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　転倒判定部２０６は、横方向装着を示すと判定した場合、Ｓ３２４の処理に進み、それ
以外の場合、Ｓ３２６の処理に進む。
　ステップ３２４（Ｓ３２４）において、転倒判定部２０６は、閾値記憶部２０４が記憶
する横方向閾値を取得する。
　ステップ３２６（Ｓ３２６）において、転倒判定部２０６は、閾値記憶部２０４が記憶
する縦方向閾値を取得する。
【００３４】
　ステップ３２８（Ｓ３２８）において、転倒判定部２０６は、加速度センサ１１２（図
１，図２（Ａ），図３（Ａ））から入力される傾斜角度（縦方向装着時はｘ軸およびｚ軸
方向の傾斜角度、横方向装着時はｙ軸およびｚ軸の傾斜角度）を取得する。
　ステップ３３０（Ｓ３３０）において、転倒判定部２０６は、Ｓ３２８において取得し
た傾斜角度が、Ｓ３２４またはＳ３２６において取得した閾値以上であるか否かを判定す
る。
　転倒判定部２０６は、閾値以上であると判定した場合、Ｓ３３２の処理に進み、それ以
外の場合、Ｓ３２８の処理に進む。
　ステップ３３２（Ｓ３３２）において、転倒判定部２０６は、携帯者が転倒したことを
示す判定結果を出力し、処理を終了する。
【００３５】
　［携帯無線通信装置１の動作例］
　図６は、携帯無線通信装置１（図１）の動作例を示すフローチャートである。
　以下、携帯無線通信装置１の動作例を、さらに説明する。
　ステップ３０（Ｓ３０）において、携帯無線通信装置１は、図５（Ａ）に示したＳ３０
の処理と同様な処理を行い、携帯者の携帯無線装置１の装着方向を判定する（装着方向判
定部２００（図４））。
【００３６】
　ステップ３２（Ｓ３２）において、携帯無線通信装置１は、図５（Ｂ）に示したＳ３２
の処理と同様な処理を行い、携帯者が転倒している場合に、携帯者が転倒したことを示す
判定結果を出力する（転倒判定部２０６（図４））。
　ステップ３４０（Ｓ３４０）において、携帯無線通信装置１は、携帯者に対して、転倒
通知予告を行う（転倒通知予告部２０８（図４））。
　ステップ３２８（Ｓ３２８）において、携帯無線通信装置１は、図５（Ｂ）に示したＳ
３２８の処理と同様な処理を行う（転倒判定部２０６（図４））。
【００３７】
　ステップ３３０（Ｓ３３０）において、携帯無線通信装置１は、図５（Ｂ）に示したＳ
３３０の処理と同様な処理を行う（転倒判定部２０６（図４））。
　つまり、携帯無線通信装置１は、転倒通知予告後に、携帯者が転倒した状態のままであ
るか否かを判定する（転倒判定部２０６（図４））。
　携帯無線通信装置１は、閾値以上であると判定した場合、Ｓ３４２の処理に進み、それ
以外の場合、Ｓ３２の処理に進む。
【００３８】
　ステップ３４２（Ｓ３４２）において、携帯無線通信装置１は、転倒通知予告を受けた
携帯者による転倒通知取消操作が行われたか否かを判定する（操作受入部２１０，制御部
２０２（図４））。
　携帯無線通信装置１は、転倒通知取消操作が行われたと判定した場合、Ｓ３４４の処理
に進み、それ以外の場合、Ｓ３４６の処理に進む。
　ステップ３４４（Ｓ３４４）において、携帯無線通信装置１は、転倒通知予告を解除し
、Ｓ３２の処理に進む（制御部２０２（図４））。
【００３９】
　ステップ３４６（Ｓ３４６）において、携帯無線通信装置１は、Ｓ３４０における転倒
通知予告から、予め定められた時間経過したか否かを判定する（制御部２０２（図４））
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　携帯無線通信装置１は、予め定められた時間経過していると判定した場合、Ｓ３４８の
処理に進み、それ以外の場合、Ｓ３２８の処理に進む。
　ステップ３４８（Ｓ３４８）において、携帯無線通信装置１は、管理局および他の携帯
無線通信装置などに対して、転倒通知を出力する（転倒通知部２１２（図４））。
【符号の説明】
【００４０】
　１・・・携帯無線通信装置，１００・・・ＭＰＵ，１０２・・・メモリ，１０４・・・
入出力装置，１０６・・・無線通信装置，１０８・・・記録装置，１１０・・・記憶媒体
，１１２・・・加速度センサ，１１４・・・縦装着用磁力センサ，１１６・・・横装着用
磁力センサ，１１８・・・転倒通知予告装置，１３０・・・縦装着用ケース，１３２・・
・縦装着検出用磁石，１３４・・・横装着用ケース，１３６・・・横装着検出用磁石，１
３８・・・ベルト取付金具，２０・・・転倒検出プログラム，２００・・装着方向判定部
，２０２・・・制御部，２０４・・・閾値記憶部，２０６・・・転倒判定部，２０８・・
・転倒通知予告部，２１０・・・操作受入部，２１２・・・転倒通知部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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